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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第１四半期
連結累計期間

第52期
第１四半期
連結累計期間

第51期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 3,761,298 3,546,243 17,835,500

経常利益 (千円) 240,503 147,227 1,509,230

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益

(千円) 144,770 84,284 1,114,236

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 122,089 117,459 1,322,727

純資産額 (千円) 8,366,844 9,569,170 9,573,819

総資産額 (千円) 14,471,836 14,675,151 15,192,559

１株当たり四半期（当期）純利益金
額

(円) 17.79 10.36 136.91

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 17.68 10.28 135.93

自己資本比率 (％) 56.4 63.5 61.4
　

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 当社は平成27年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株

式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状

況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等

に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、消費増税や円安に伴う物価上昇により個人消費の回復に鈍さ

が見られたものの、政府の経済財政政策や円安局面の定着、原油価格の下落等を背景に企業業績の回復基調が続き

株式市場も好調に推移したことから、全体としては緩やかな回復基調で推移いたしました。しかし一方では、欧州

金融不安に加え、中国景気の減速感及び新興国経済の減速への警戒感もあり、先行きは不透明な状況が続きまし

た。当社グループが関連する建設市場におきましては、前年第１四半期まで続いた消費増税に伴う駆け込み需要の

反動減や建設現場での人手不足による工期の遅れ等により商流に停滞感が生じました。

この結果、当第１四半期連結累計期間売上高は3,546百万円（前年同四半期比5.7％減）、営業利益157百万円（同

35.7％減）、経常利益147百万円（同38.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は84百万円（同41.8％減）と

なりました。

各セグメントの業績は以下のとおりであります。

当第１四半期連結会計期間より、当社グループは組織体制の変更により、従来の報告セグメント「ファスニング

事業」、「リニューアル事業」、「センサー事業」の３区分を「ファスニング事業」、「機能材事業」の２区分に変更

し、併せて全社費用の配分方法についても見直し、セグメント調整額に含めることといたしました。

これに伴い、前年同期比については、前年同期実績値を変更後の区分に組み替えて比較しております。

① ファスニング事業

マンションや商業施設の需要が鈍化したほか、メガソーラーの設置工事の遅れなどにより、当社主力製品であ

る金属系・接着系あと施工アンカーの販売が低調に推移いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は2,589百万円（前年同四半期比8.5％減）、セグメント利益は278百万円（同

21.3％減）となりました。

② 機能材事業

電動油圧工具関連は、円安の影響により海外販売は好調に推移いたしましたが、国内販売は伸び悩みました。

また、電子基板関連やアルコール測定器の販売は、好調に推移し、FRPシート関連は前年とほぼ同じ水準となり

ました。

この結果、当セグメントの売上高は956百万円（同2.8％増）、セグメント利益は108百万円（同2.9％減）とな

りました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、31百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年08月07日 14時28分 3ページ （Tess 1.40 20131220_01）



－ 4 －

(4) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より517百万円減少して14,675百万円となりました。

これは主として受取手形及び売掛金が減少した一方、たな卸資産が増加したことによるものであります。

負債の合計は前連結会計年度末より512百万円減少して5,105百万円となりました。これは主として短期借入金が

減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末より4百万円減少して9,569百万円となりました。これは主として利益剰余金が減少

したことによるものであります。

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しに重要な

変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,745,408 8,745,408
東京証券取引所
(市場第二部）

単元株式数 100株

計 8,745,408 8,745,408 ― ―
　

（注）平成27年５月21日をもって、当社株式は東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）から同市場第二部に

市場変更しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

― 8,745,408 ― 768,590 ― 581,191

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 606,700 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,132,200 81,322 ―

単元未満株式 普通株式 6,508 ― ―

発行済株式総数 　 8,745,408 ― ―

総株主の議決権 ― 81,322 ―
　

(注) 「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

サンコーテクノ㈱
千葉県流山市南流山三丁
目10番地16

606,700 ― 606,700 6.93

計 ― 606,700 ― 606,700 6.93

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,681,430 1,582,256

受取手形及び売掛金 3,411,720 2,704,282

たな卸資産 2,906,050 3,196,341

その他 644,175 637,282

貸倒引当金 △3,107 △2,821

流動資産合計 8,640,269 8,117,341

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,407,538 1,400,165

土地 3,082,963 3,083,683

その他（純額） 815,332 822,092

有形固定資産合計 5,305,834 5,305,942

無形固定資産 61,566 55,598

投資その他の資産 ※2 1,184,890 ※2 1,196,269

固定資産合計 6,552,290 6,557,809

資産合計 15,192,559 14,675,151

負債の部

流動負債

買掛金 1,157,380 1,165,789

短期借入金 1,554,996 1,314,996

未払法人税等 155,549 74,842

賞与引当金 122,306 213,075

その他 620,464 374,046

流動負債合計 3,610,697 3,142,750

固定負債

長期借入金 720,006 687,507

役員退職慰労引当金 36,641 13,137

退職給付に係る負債 1,021,019 1,033,980

その他 230,376 228,605

固定負債合計 2,008,042 1,963,230

負債合計 5,618,739 5,105,980

純資産の部

株主資本

資本金 768,590 768,590

資本剰余金 581,191 581,191

利益剰余金 7,903,131 7,865,336

自己株式 △244,385 △244,385

株主資本合計 9,008,528 8,970,733

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 35,410 46,137

為替換算調整勘定 287,569 306,173

その他の包括利益累計額合計 322,979 352,311

新株予約権 33,522 33,522

非支配株主持分 208,789 212,603

純資産合計 9,573,819 9,569,170

負債純資産合計 15,192,559 14,675,151
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 3,761,298 3,546,243

売上原価 2,540,912 2,386,798

売上総利益 1,220,386 1,159,445

販売費及び一般管理費 974,611 1,001,465

営業利益 245,775 157,979

営業外収益

受取利息 1,571 1,201

受取配当金 1,495 943

仕入割引 9,548 9,769

投資不動産賃貸料 7,807 7,904

持分法による投資利益 962 199

その他 10,874 8,225

営業外収益合計 32,259 28,243

営業外費用

支払利息 3,202 2,147

売上割引 28,610 30,218

その他 5,717 6,629

営業外費用合計 37,531 38,995

経常利益 240,503 147,227

特別損失

固定資産除却損 133 5,359

特別損失合計 133 5,359

税金等調整前四半期純利益 240,370 141,868

法人税等 94,331 55,993

四半期純利益 146,039 85,875

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,269 1,590

親会社株主に帰属する四半期純利益 144,770 84,284
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益 146,039 85,875

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,298 10,735

為替換算調整勘定 △31,247 20,849

その他の包括利益合計 △23,949 31,584

四半期包括利益 122,089 117,459

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 123,660 113,615

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,571 3,844
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等

を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を

資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたし

ました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定によ

る取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行って

おります。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び事

業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

(四半期連結貸借対照表関係)

１．保証債務

(1) 当社は、連結会社以外の取引先の買入債務に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

三倉工業株式会社 27,064千円 三倉工業株式会社 28,253千円

サンコー・トーカイ株式会社 5,337千円 サンコー・トーカイ株式会社 9,189千円

　計 32,402千円 37,442千円

(2) 一部の連結子会社は、取引先が子会社製品を使用するリース契約につき、リース物件の引取を条件とした保

証を行っております。

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

5,903千円 5,007千円

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

投資その他の資産 49,514千円 48,640千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

減価償却費 65,934千円 77,096千円

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

　 配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 122,080千円 30円 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

　 配当金支払額

(決 議) 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 122,079千円 15円 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

（注２）ファスニング
事業

機能材事業

売上高

外部顧客への売上高 2,830,495 930,803 3,761,298 ― 3,761,298

セグメント間の内部売上高
又は振替高

31,249 93,647 124,897 △124,897 ―

計 2,861,745 1,024,451 3,886,196 △124,897 3,761,298

セグメント利益 354,227 111,454 465,682 △219,906 245,775
　

(注) １．セグメント利益の調整額△219,906千円には、セグメント間取引消去7,619千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△227,525千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

調整額
(注１)

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額

（注２）ファスニング
事業

機能材事業

売上高

外部顧客への売上高 2,589,768 956,474 3,546,243 ― 3,546,243

セグメント間の内部売上高
又は振替高

24,530 79,223 103,753 △103,753 ―

計 2,614,299 1,035,698 3,649,997 △103,753 3,546,243

セグメント利益 278,673 108,212 386,886 △228,906 157,979
　

(注) １．セグメント利益の調整額△228,906千円には、セグメント間取引消去3,389千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△232,296千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、当社グループは組織体制の変更により、従来の報告セグメント「ファスニング

事業」、「リニューアル事業」、「センサー事業」の３区分を「ファスニング事業」、「機能材事業」の２区分に変更し、

併せて全社費用の配分方法についても見直し、セグメント調整額に含めることといたしました。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分に組み替えて作成しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 17.79円 10.36円

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 144,770 84,284

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額(千円)

144,770 84,284

普通株式の期中平均株式数(株) 8,138,632 8,138,622

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 17.68円 10.28円

　 （算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
（千円）

― ―

普通株式増加数（株） 51,960 61,952

　 （うち新株予約権（株）） (51,960) (61,952)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれなか
った潜在株式の概要

― ―

(注) 当社は平成27年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成２７年８月１１日

サンコーテクノ株式会社

取締役会 御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 布 施 木 孝 叔 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 稲 垣 正 人 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 廣 瀬 美 智 代 印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンコーテク

ノ株式会社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成２７年

４月１日から平成２７年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンコーテクノ株式会社及び連結子会社の平成２７年６月３０日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

　

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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